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0．イントロダクション

ライシテ憲章：アクチュアリティを出発点に
１．ライシテと社会統合理念
１．１．ライシテとは
１．２．共和主義・多文化主義・間文化主義
１．３．ケベックの歴史と潜在的なライシテ

２．教育から見るフランスとケベックのライシテ
２．１．学校のライシテ、フランスではじまりケベックで終わる
２．２．「宗教事象」教育と「倫理・宗教文化」教育
２．３．学校―共和国の聖域か、宗教的多元主義の場か

３．教科書・教育現場より－宗教・道徳教育
３．１．フランスー宗教事象の教育
３．２．ケベックー倫理・宗教文化教育

４．おわりに
４．１．日本のライシテと宗教・道徳教育を考える
４．２．アメリカ・カナダ研究所の活動



０．ライシテ憲章Charte de la laïcité
◎フランス
２０１３年９月、ライシテ憲章。ライシテの原則を１５箇条にま
とめ、政教分離や良心の自由の保障、これ見よがしの宗教
的標章の着用禁止などを確認。
目的：共和国の学校の再建
背景：2004年、スカーフ禁止法

→イスラームにレッテルを貼るものとの批判も。
◎ケベック
２０１３年９月、ケベック州政府はライシテについての法案を
公表。１１月、法案が議会に提出される。少数与党で、成立
するかは不透明。
目的：公務員（およびそれに準ずる職に就く者）が、勤務時間
中にこれ見よがしの宗教的標章を着用することを禁じる。
→世論では賛成が多いが、宗教団体からは反対の論調。
☆「同時性」（グローバル化のなかのナショナル・アイデンティ
ティ、社会統合モデルの模索）と「差異」（生徒の着用の是非）



１．１．そもそも「ライシテ」とは

◎ライシテ（laïcité）とは・・・「（フランス独特の）政教分
離」「非宗教性」「世俗主義」：公共空間から宗教を取り除
き、私的領域に限定する原則

・「公共空間」？

・宗教に抑圧的？→私的領域での「信教の自由」保障

・「ライシテ」対「ムスリム」？

→実際には解釈に幅。「脱フランス化」も可能

◎「ライシテ」を通じて見るフランスとケベック

→ライシテのあり方を通して、大西洋を隔てた２つのフラ
ンス語圏地域の違いを見る。



１．１．「ライシテ」という用語の登場

◎フランス

「フランス革命以来」？ →初出１８７１年

◎ケベック

１９６０年代 → １９９０年代

ケベックはもともとカトリックの社会的影響力
が非常に強い。→ ライシテという考え、価値観
が入ってきたのはごく最近のこと。

→で、よいか？



１．２．社会統合モデル：共和主義

自律社会



１．２．社会統合モデル：間文化主義
（インターカルチュラリズム）



１．２．共和主義、多文化主義、間文化主義

◎共和主義モデルの問題点（←植民地主義）
・平等の理念の影に、実質的な差別がある。
・ホスト国のモデルが強く、マイノリティ集団の権利が認
められにくい。
◎多文化主義モデルの問題点
・集団内の人権抑圧は見えにくい。
・支配文化に属する人が、逆差別を被る場合あり。
・本来流動的な「文化」を本質主義的に固定化。
◎間文化主義モデルの自己認識
・主文化と副文化の積極的対話→主文化も変わる。
・対話の道具としてのフランス語（ケベックの場合）。
カトリック保守派、共和主義者、ナショナリストから批判も。



１．３．「潜在的なライシテ」（１．３．「潜在的なライシテ」（Milot, 2002Milot, 2002））

☆ケベックに国教が存在したことはない。

◎1759 ヌーヴェル・フランス、イギリスに敗北
→1763 パリ条約 ：カトリックの礼拝の自由を認める
（公務員は別で宣誓の義務）
◎1774 ケベック法：宣誓の義務撤廃
【文脈】 アメリカ合衆国の独立
◎1791 立憲法：カトリックの礼拝の自由を明記（１８３４
年より、他の礼拝も認められる）。
→早い段階での宗教的多元主義
⇒政治と宗教の区別（協力関係は残るとはいえ）。国教
廃止 （英国国教会でもカトリックでもない：北米的文脈）。
宗教的多元主義。礼拝の自由の保証。

ライシテの諸要素、フランスに先駆けて確立とも。



◇ケベック社会の宗教的特徴◇ケベック社会の宗教的特徴

◎歴史的に大きなカトリックの影響力
ただし、プロテスタントとの二元性を考慮に入れる必要。

【歴史的背景】ヌーヴェル・フランスがイギリスに敗北したあとも、「フランス的」

な文化・言語・宗教が「保存」された。

◎1960年代以降、宗教的多元性が増大（次頁スライド）

近代化、世俗化、多元主義：市民の平等と良心の自由に対する認識高まる。

「フランス系カナダ人」から「ケベック人／ケベコワ」へ

宗教的アイデンティティ（カトリック）から言語的アイデンティティ（フランス語）へ

◇学校での宗教教育（選択から必修へ）◇学校での宗教教育（選択から必修へ）
◎カトリックとプロテスタントの二重性
「カトリックの道徳・宗教」／「プロテスタントの道徳・宗教」

1984年より、（宗教によらない）「道徳」が加わる。

◎倫理・宗教文化（2008年より）
必修科目化：ケベックのライシテの理念が投影されている（仏とは異なる）。



宗教系移民の割合の変遷（％）

宗教伝統 1961年以

前
1961-
1971

1971-
1981

1981-
1991

1991-
2001

キリスト教徒 (カトリック、

プロテスタント、その
他)

83.5 78.8 62.5 55.3 45.3

ユダヤ教徒 2.7 2.0 2.2 1.9 1.2

他宗教(イスラーム教、

ヒンドゥー教、シーク教
など)

2.8 5.7 18.8 25.5 32.2

無宗教 11.0 13.5 16.5 17.3 21.3

2011

58.8

2.6

23.7

14.6



２．教育から見るフランスとケベックのライシテ
（ Milot et Estivalèzes, 2008）

◎学校のライシテ
フランス・・・1880年代～

ケベック・・・2000年前後～

◎ライシテと宗教教育

フランス・・・カリキュラムに「宗教」はない

ケベック・・・カリキュラムに「倫理・宗教文化」

◎学校の位置づけ

フランス・・・学校自体が「聖域」（社会から距離）

ケベック・・・学校外の多元性に馴染ませる役割



２．１．ライシテは、フランスの学校ではじまり、
ケベックの学校で完了。

◎フランスのライシテ（←啓蒙主義、大革命）
-カトリック教会の管轄からの解放
-共和国の支柱としての学校

（個人の特殊性は学校においては括弧に入れる）
最初は葛藤に満ちていたが、次第にカトリックも受け入れる
◎ケベックのライシテ
-学校を通じた社会化は長いあいだ宗派が担ってきた

（カトリック／プロテスタント）
-教育省の創設（教育が州政府の管轄になる）は、1964年
（教会は特権を維持、しかし世俗化が次第に宗派教育の内容

を有名無実化していく）
-1990年代以降、急速なライシテ推進の動き
（2000年、学校のライシテ、2008年、倫理・宗教文化教育）



２．２．フランス：「宗教事象」
ケベック：「倫理・宗教文化」・・・その背景は?

◎フランス：若者の宗教的無教養
- 1980年代に明るみに出る。

キリスト教の文化遺産の理解を促すという課題
（1989、ジュタール報告書）

- 「聖域」としてのライシテの学校と宗教的多元主義
9・11 →2002、ドゥブレ報告書：知的理解のライシテへ

☆「宗教事象」は独立科目ではない（歴史、哲学、仏語・・・）
◎ケベック : 宗教的多元性に対する開かれた対応
- 宗教教育を社会の動向に合わせて変える必要＞無教養
- 二元的な宗派性から、宗教的多元主義へ
（1999、「ライシテと宗教」報告書）

☆「倫理・宗教文化」は新設の必修独立科目



２．３．ライシテが脅かされていると感じるか、
ライシテこそが伝統を脅かしていると感じられるか

◎「聖域」としてのフランスの学校

- 「宗教事象」教育は必要だと認識されているが、

その理念・アイデアに沿った教育は不十分。

‐宗教が学校に「侵入」してくることへのおそれ

◎ケベックの学校ではライシテの基盤がまだ脆弱

-共和主義者：ライシテが脅かされている。

-カトリック保守派：ライシテが伝統を脅かす。

→ケベックのライシテは、差異を同化する市民権
の別名ではなく、寛容と多元性を価値ととらえる。



３．教科書・教育現場より
３．１．フランス歴史教科書

◎歴史・哲学・フランス語・市民教育・美術・・・

「歴史」において比較的よくまとまっているが、残りは断
片的。つながりを意識して教えるよう通達はあるが、実
情においてうまくいっているという話はあまり聞かない。
◎「歴史」教科書における3つの一神教

聖典を用いて説明：歴史資料と見なされている

・ユダヤ教・・・古代（キリスト教成立後の記述少ない）

・キリスト教・・・歴史として記述

・イスラーム教・・・一定の配慮が見られる

・その他の宗教・・・記述はほぼ皆無



３．２．ケベック「倫理・宗教文化」



教育省のプログラム教育省のプログラム
３本柱

・倫理問題についての省察

・宗教現象についての知識

・対話の実践

たんなる知識の獲得を

越えた市民教育

Programme ECR, MELS, 2007.



脱宗派化の度合いを測る（新旧の教科書）

« Jésus invite les chrétiennes et les chrétiens à se laisser toucher par la
misère des autres »
« Jésus a souvent enseigné à l’aide de paraboles. […] La parabole a pour but
de retenir l’attention des auditeurs, de les faire réfléchir ou de s’interroger
sur leurs façons habituelles de voir ou de faire les choses »



文化的・宗教的多様性



スカーフの種類や
キルパンについても
学習する
→宗教的多様性の
承認（フランスでは
考えにくい）



共生の実現のために :

共通の起源の喚起



ヨーガは宗教か

• 「信仰を表現するやり方は多様で、祈ったり、沈思黙
考したり、踊ったりする」。



ヒンドゥー教徒にとってのヨーガ、
西洋社会におけるヨーガ

• « Pour le croyant hindou, le yoga est une discipline du corps
et de l’esprit qu’il s’impose dans le but de se dépasser. […] En
Occident, le yoga est souvent utilisé pour se détendre et pour
éliminer le stress, ou encore pour retrouver son équilibre
personnel » (2A : 17)

« La technique de relaxation utilisée par
Sabrina est-elle une pratique religieuse ? »



モントリオール・レジーナ・アスンタ校のモントリオール・レジーナ・アスンタ校の
倫理・宗教文化の授業より倫理・宗教文化の授業より

◎高校2年相当

◎「現象学入門」

・サングラス

・群盲象を評す



４．おわりに

４．１．日本のライシテと宗教・道徳教育
Kiyonobu Date, « Les rapports entre la laïcisation et les avancées des
droits de l’homme au Japon », Croisements, n°1, 2011, pp.111-123.
Kiyonobu Date, « La crise de l’école au Japon : problématiques
structurelles et statut du religieux », Cahiers Ferdiand Dumont, n°2,
2012, pp.397-420.

４．２．アメリカ・カナダ研究所の活動
・現代ケベックの「インターカルチュラリズム」と「ライシテ」に見る新た
な共生の理念（旭硝子財団研究奨励2010～2011年度）

・ライシテ（非宗教性）の最定式化のために－フランス、ケベック、日
本を事例として（2010～2012年度）

・ライシテ（非宗教性）と宗教の公共性－フランス、ケベック、日本を事
例として（2013～2015年度）

・増井志津代（研究代表）「アメリカと大西洋世界－アメリカ像の環大
西洋的構築を目指して」⇒『北米研究入門』（仮題）企画進行中。
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